






























カペー王朝のルイ 7 世（ 1137-80在位）、フィリ









































































































生まれます。 Universitas と呼ばれますが Gild と
同意語です。
ボローニャ大学の成立の契機とされるのは、皇















































































































































































城帝大、台北帝大が集まって、それぞれ 3 分の l
のスタッフで構成されたもので、東亜同文書院だ
けの後身ではない」と述べています。先日の大学
史シンポジウムでも出席者の一人の方からこの点
が指摘されておりました。愛知大学は多くの遺産
を東亜同文書抗から受け継ぎながら、京城帝大、
台北帝大に教鞭をとっておられた先生方の協力を
得て設立されたといえるのでしょう。事実、大学
設立という困難な事業へのスタートは東亜同文書
院大学の最後の学長であった本間喜一氏とその同
中世ヨーロッパにおける大学の起源
僚であった小岩井津氏、そして京城帝大の法文学
部長であった大内武次氏が中軸となって切られ、
精根を尽くされたのです。
終わりに、「人びとによって作られた」中世の
大学に通底する一つの特性を、設立期の愛知大学
は持っていました。 1946年、学問・教育への志
のある人びとによって辛苦のすえ設立された大学
は「大学人による大学の経営は前例がなく、私立
大学経営の一つのテストケースになるとして文部
省の強い関心と注目を浴びた」（『愛知大学小史』）
のであり、教師と学生たちによって設立された大
学という意識が強かったといえるでしょう。第 3
回入学式の時、本間学長は次のように告示の中で
いっております。『ある敷石になるような物質的
資金があって、その上に安易に建てられたもので
はなく、存在したものはただ知を愛するという無
形ではあるが熱烈な真理探究心であった。……真
理探究に手を取り合って進むべき教師と学生さえ
あれば学校はできる。否、作ってみせるという意
気で出来たのが本学である……。」（『愛知大学－
20年の歩み一』）まさに、大学の原点からの出発
だったといえるものでしょう。
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